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　10 月 15 日、
全国の花火師
が技を競う ｢
第 29 回やつし
ろ全国花火競技
大会」が球磨川
河川緑地で行わ
れ、約 30 万人
が訪れました。

今年は熊本地震からの復興を願い、
例年より2000発多い約 14000発
が打ち上げられ、秋の夜空を彩りま
した。

今月の表紙
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　ユネスコ無形文化遺産登録へ向け盛り上
がりを見せる九州三大祭「八代妙見祭」。
その神幸行事を裏方で支えているのが、小
嶋授
さずこ

子さんが会長を務める八代伝統芸能
衣装方だ。これまで10年にわたりボラン
ティア活動としてお上り行列の衣装着付け
を担当してきた。
　お上り行列は、1.5㎞にも及ぶ長さにな
る。「着付けは時間との勝負です。私たち
に遅れは許されません」。各セクションは
約 1時間で着付けを終わらせ、お上り行
列の出発を見守るそうだ。
　小嶋さんは結婚を機に着物と出会った。
日常生活の中で着物を着ることが多く、
徐々に着物への興味が深まっていく中で転
機が訪れる。夫の転勤で山鹿に引越をした
ときに、着付け講習生徒募集のチラシが目
にとまり、迷わず受講した。「夫にはとて
も感謝している。このきっかけがなければ
着付けの先生にはなっていなかったかもし
れない」と当時を振り返る。
　昭和 48年、着物着付けの資格を取得。
その後、夫の転勤で阿蘇に引っ越すと、そ
こで10年間にわたり着付け教室を開催し
た。「着付けの先生として、生徒といっしょ
になって勉強して腕を磨いた。1日に 6
時間以上講習することが多かったが、今で

着物と着付けは
　　　　一生の宝物

小嶋 授子 さん   （鼠蔵町）

八代伝統芸能衣装方

は楽しい思い出」と話す。この経験を生か
し八代に戻ってからも自宅で着付け教室を
主宰する傍ら、サンライフ八代やフレンド
リーやつしろでも教室を開催してきた。
　妙見祭の衣装着付けに携わるようになっ
たのは 10年前から。「自分の持っている
特技で祭りに協力したい」。着付けの資格
を持っている仲間と話し合って決めた。
　衣装着付けに大事なのが人材の確保だ。
毎月 1回、妙見祭衣装方着付け講習会を
開催し、後進の指導にも熱心に取り組む。
受講生もはじめての人からベテランの人ま
でさまざまだが、「最近は着付けが上手な
人が多くなってきた」と実感している。
　妙見祭のお上り行列は、獅子から飾馬ま
で 40の出し物におよそ 1700 人が参加
し、その衣装は出し物によって全て違う。
この着付けをする衣装方スタッフは約30
人だ。「衣装の種類が多いのでグループを
作って専門的に学び、短時間で着崩れしな
いように着付けることを心がけている」と
小嶋さん。今年の祭りが終わると同時に来
年に向けての活動が始まるため、1年間が
早く感じるそうだ。
　また、妙見祭だけでなく、くま川祭りで
はボランティアで浴衣の着付けをするな
ど、その活動範囲は広く、健康管理にも気
をつけている。
　「基礎や基本を大事にしつつ新しいアイ
デアを取り入れることも大事。短時間で美
しく着くずれしない工夫を日々考えてい
る」。着物と着付けは一生の宝物と語る小
嶋さんの探究心は止まらない。

▲妙見祭衣装方着付け講習会で手本を披露する
　小嶋授子さん（中央）


